
有
力
企
業
の
技
術
・
製
品
（
順
不
同
）

鶴見製作所
　
鶴
見
製
作
所
は
今
展
示
会
で
「
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ツ
ル
ミ
の
下
水
道
技

術
」
と
題
し
、
集
水
か
ら
脱
水
ま
で
の
水

処
理
関
連
施
設
に
お
け
る
機
器
を
ト
ー
タ

ル
に
提
案
す
る
。

　
同
社
の
「
ツ
ル
ミ
の
エ
コ
提
案
」
は
負

荷
一
定
制
御
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

低
減
を
実
現
す
る
「
ツ
ル
ミ
可
変
速
ド
ラ

イ
バ
」
有
効
活
用
方
法
を
提
案
。
加
え
て

同
機
の
利
点
を
生
か
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
シ
ス
テ
ム
も
併
せ
て
紹
介
す
る
。
そ

の
ほ
か
、
濃
縮
汚
泥
は
も
ち
ろ
ん
オ
キ
シ

デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ

Ｏ
Ｄ

反
応
槽

の
汚
泥
を
直
接
引
き
抜
き
脱
水
処
理
で
き

る
「
多
重
円
板
型
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス
脱

水
機
」
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
機
器
を
数
多
く
出
展
す
る
。

世
界
に
誇
る
技
術
の
祭
典

３
１
１
社
・
団
体
が
出
展
最
新
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
披
露

下水道展’東京

水本機械製作所
　
水
本
機
械
製
作
所
は
姫
路
城
築
城
で
の

ク
ギ
製
造
か
ら
端
を
発
し
た
地
場
産
業
で

あ
る
鎖
の
製
造
装
置
製
作
を
１
９
５
０
年

か
ら
開
始
し
た
。

年
に
は
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
に
特
化
し
て
鎖
の
製
造
・
販
売
に
進

出
。
現
在
は
鎖
製
造
装
置
・
技
術
を
生
か

し
、
ス
テ
ン
レ
ス

Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０
４
、
３

１
６

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
チ
タ
ン
、

銅
、
黄
銅
な
ど
の
チ
ェ
ー
ン
や
、
シ
ャ
ッ

ク
ル
、
ア
イ
ボ
ル
ト
な
ど
の
連
結
金
具
製

造
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
顧
客
の
要

望
に
応
え
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
太
さ
・

長
さ
・
形
状
の
ポ
ン
プ
吊
り
チ
ェ
ー
ン
な

ど
を
製
作
・
提
供
し
て
い
る
。
技
術
面
で

は
、
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
で
直
径

の
全
段

面
接
合
溶
接
技
術
を
開
発
し
製
造
設
備
も

完
成
、
量
産
体
制
を
確
立
し
た
。

サンエイ
　
サ
ン
エ
イ
は
下
水
道
処
理
場
や
ポ
ン
プ

場
に
流
入
す
る
沈
砂
の
洗
浄
を
行
う
装
置

「
サ
ン
ド
ク
リ
ー
ン
」
を
開
発
・
販
売
し

て
い
る
。
臭
気
の
強
い
汚
物
を
含
む
沈
砂

を
エ
ア
リ
フ
ト
の
原
理
で
揚
砂
管
に
吸
引

し
な
が
ら
洗
浄
ボ
ー
ル
と
空
気
、
水
に
よ

っ
て
撹
拌
洗
浄
す
る
。
汚
物
や
浮
遊
物
を

分
離
除
去
し
、
洗
浄
後
の
沈
砂
を
密
閉
し

た
コ
ン
テ
ナ
内
で
測
定
し
た
数
値
で
は
従

来
に
比
べ
臭
気
濃
度
を

分
の
１
か
ら

分
の
１
の
軽
減
す
る
。
臭
気
指
数
は

以

下
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
体
と
撹
拌
ブ
ロ
ワ
ー
、
操
作
盤
が
一

体
化
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
省
ス
ペ
ー
ス
構

造
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
可
動
部
や
消
耗

品
が
少
な
い
た
め
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
容
易

に
し
て
い
る
。

ジオリード協会
　
ジ
オ
リ
ー
ド
協
会
は
コ
ブ
ラ
工
法
や
エ

ス
エ
ス
モ
ー
ル
工
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工

法
の
普
及
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　
コ
ブ
ラ
工
法
は

岩
盤
・
玉
石
層
に
お

い
て
強
力
な
ト
ル
ク
で
掘
削

立
て
坑
の

小
型
化
を
実
現

掘
進
機
回
収
の
利
便
性

ア
ッ
プ

１
ス
パ
ン
１
２
０

推
進

全

て
に
お
い
て
コ
ン
パ
ク
ト

地
盤
問
題
に

対
応
―
な
ど
、
多
く
の
特
徴
を
持
つ
。

　
オ
ー
バ
ー
カ
ッ
ト
機
能
を
有
す
る
エ
ス

エ
ス
モ
ー
ル
工
法
は
、
カ
ッ
タ
ー
で
切
削

し
た
土
砂
と
、
切
り
羽
で
噴
射
さ
せ
た
目

詰
め
材
を
大
量
に
含
ん
だ
泥
水
を
チ
ャ
ン

バ
ー
内
で
急
速
ミ
キ
シ
ン
グ
。
ド
ロ
ド
ロ

状
の
高
濃
度
泥
水
安
定
液
と
し
、
切
り

羽
お
よ
び
テ
ー
ル
ポ
イ
ド
を
加
圧
充
満
さ

せ
る
こ
と
で
、切
り
羽
の
高
安
定
を
得
る
。

　
「
世
界
に
誇
る
技
術
の
祭
典
　
下
水
道
展
　

東
京
」
が
き
ょ
う
か
ら

日
ま
で
の
４
日

間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

東

１
―
３
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
る
。
主
催
は
日
本

下
水
道
協
会
。
今
回
は
３
１
１
社
・
団
体
が
参

加
、
主
に
下
水
道
施
工
者
の
全
国
地
方
公
共
団

体
を
来
場
対
象
に
、
下
水
道
に
関
す
る
最
新
技

術
や
サ
ー
ビ
ス
が
披
露
さ
れ
、
下
水
道
研
究
発

表
会
な
ど
も
併
催
す
る
。
ま
た
、
下
水
道
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
社
会
基
盤
や
環
境
問
題

な
ど
を
専
攻
す
る
学
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら

に
子
供
を
対
象
に
し
た
一
般
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
時
間
は

時
か
ら

時

ま
で

た
だ
し
初
日
は

時

分
開
始
、
最
終

日
は

時
閉
場

。
入
場
無
料
。

きょう開幕

特
別
講
演
、
「
震
災
」
に
焦
点

　

　

説
明
を
熱
心
に
聞
く
来
場
者

写
真
は
い
ず
れ
も
過
去
開

催
時
の
も
の

　
下
水
道
は
、
上
水
道
と
と

も
に
ガ
ス
や
電
気
と
同
様
、

社
会
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
社
会

生
活
を
円
滑
に
す
る
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
。

　
生
活
排
水
や
雨
水
を
速
や

か
に
排
除
し
、
さ
ら
に
そ
れ

を
浄
化
、
循
環
さ
せ
る
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
環
境
が
維
持

さ
れ
て
い
る
陰
に
は
、
下
水

道
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。

　
ほ
か
に
も
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
、
水
処
理
に
関
わ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
な

ど
、
下
水
道
に
対
す
る
社
会

的
要
請
は
ま
す
ま
す
高
度
化

す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
下
水
道
展
は
、
下
水
道
に

関
す
る

設
計
、
測
量

建

設

土
木
・
建
築

管
路

資
器
材

下
水
処
理

機
械

・
電
機

維
持
管
理

排

水
設
備
、
計
測
器
等
機
器

類
、
施
設
利
用
―
と
い
っ
た

最
新
の
技
術
や
機
器
、
サ
ー

ビ
ス
が
展
示
、
紹
介
さ
れ

る
。
今
回
か
ら
、
海
外
企
業

も
含
め
日
本
下
水
道
協
会
の

非
会
員
に
も
出
展
対
象
を
広

げ
て
い
る
。

　
政
府
が
掲
げ
る
「
新
成
長

戦
略
」
で
も
、
下
水
道
シ
ス

テ
ム
を
含
む
水
ビ
ジ
ネ
ス
の

よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
輸
出
は
重

要
な
柱
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。
わ
が
国
の
高
い
技

術
力
は
世
界
に
誇
れ
る
も
の

で
あ
り
、
海
外
の
環
境
整
備

に
貢
献
で
き
る
。

　
た
だ
、
今
回
は
東
日
本
大

震
災
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り

「
耐
震
化
」
に
注
目
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業

の
出
展
内
容
も
「
震
災
対

応
」
に
主
眼
を
置
い
た
も
の

が
増
加
し
た
と
い
う
。
例
え

ば
、
耐
震
管
路
や
耐
震
可
と

う
継
ぎ
手
、
下
水
処
理
施
設

の
耐
震
補
強
な
ど
の
技
術
や

資
機
材
が
展
示
、
紹
介
さ
れ

る
。

　
日
本
下
水
道
協
会
に
よ
る

と
、
震
災
当
初
、
下
水
処
理

施
設
は
１
２
０
カ
所
が
被
災

し
、

カ
所
が
稼
働
停
止
し

た
。
そ
の
後
復
旧
が
進
ん
だ

が
６
月
末
時
点
で

カ
所
が

未
稼
働
。
沈
殿
・
消
毒
の
み

の
暫
定
的
な
簡
易
処
理
な
ど

の
応
急
対
策
を

カ
所
で
完

了
し
て
い
る
が
、
ま
だ
復
旧

の
途
上
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
下
水
管
渠
も
被

き
ょ

害
を
受
け
て
い
る
。
東
北
や

関
東
な
ど
の
１
都
９
県
１
２

５
市
町
村
に
敷
設
さ
れ
て
い

る
下
水
管
６
万
２
６
８
１

の
う
ち
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

に
よ
る
調
査
で
５
４
３

が
損
傷
し
た

被
災
率
約
０

・
９
％

。

　
当
然
な
が
ら
上
水
道
が
復

旧
し
て
も
、
下
水
道
が
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
て
い
れ
ば
汚
水

を
流
せ
な
い
と
い
う
事
態
が

起
き
る
。被
災
地
域
で
は
、生

活
者
の
多
大
な
ス
ト
レ
ス
と

な
る
上
、
衛
生
上
の
問
題
も

出
て
く
る
。
電
気
や
ガ
ス
と

同
様
に
下
水
道
の
耐
震
性
能

は
、
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る

上
で
重
要
だ
。

　
今
回
は
特
別
講
演
の
テ
ー

マ
も
「
震
災
」
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は

「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

災
害
支
援
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
「
下
水
道
施
設
へ
の

地
震
被
害
と
そ
の
復
旧
」

「
高
度
防
災
都
市
づ
く
り
に

貢
献
す
る
東
京
都
下
水
道
局

の
取
り
組
み
」
で
、
国
土
交

通
省
や
今
回
被
災
し
た
仙
台

市
建
設
局
な
ど
か
ら
講
師
を

招
く
。

　
ま
た
、
下
水
道
の
大
き
な

役
割
と
し
て
水
害
へ
の
対
応

も
挙
げ
ら
れ
る
。
最
近
は

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
も
称
さ

れ
る
局
地
的
な
集
中
豪
雨
で

短
時
間
に
想
定
以
上
の
水
量

が
流
れ
込
み
、
洪
水
や
浸
水

を
引
き
起
こ
す
「
都
市
型
水

害
」
が
増
え
て
い
る
。

　
こ
れ
に
は

「
貯
留
浸
透
に

よ
る
流
出
抑

制
」
も
組
み
合

わ
せ
て
備
え
る

施
策
も
推
進
さ

れ
て
い
る
。

「
雨
水
浸
透
ま

す
」
が
一
例

で
、
一
般
家
庭

が
設
置
す
る

際
、
助
成
制
度

を
設
け
る
自
治

体
も
多
い
。
浸
透
ま
す
だ
け

で
な
く
地
下
室
な
ど
の
建
物

内
部
へ
の
雨
水
浸
入
防
止
、

逆
流
防
止
装
置
な
ど
も
展
示

さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
下
水
道
は
設
備

の
老
朽
化
と
い
う
問
題
に
も

直
面
し
、
道
路
陥
没
の
よ
う

な
深
刻
な
事
故
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
事
後
対
応
で
は
コ

ス
ト
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、

改
築
や
更
新
時
期
を
見
据
え

て
管
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や

維
持
補
修
な
ど
の
技
術
は

注
目
を
集
め
る
だ
ろ
う
。
汚

泥
処
理
に
か
か
わ
る
ポ
ン
プ

や
濾
過
や
脱
水
、
浄
化
技
術

な
ど
も
多
数
出
展
す
る
。

　
出
展
企
業
・
団
体
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
法
や
維
持
管

理
、
改
築
更
新
、
高
度
処
理

な
ど
の
講
演
が
そ
ろ
う
。

　
一
方
、
新
企
画
と
し
て
、

日
に
社
会
基
盤
や
資
源
循

環
な
ど
を
専
攻
す
る
大
学
生

な
ど
を
対
象
に
し
た
「
学
生

ツ
ア
ー
」
を
開
催
。
講
演
や

会
場
見
学
、
情
報
交
換
会
と

し
て
下
水
道
事
業
の
現
状
を

紹
介
す
る
取
り
組
み
も
行
わ

れ
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン

で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
一
般
の
多
く
の
人
に
下
水

道
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
用

意
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジな
ど
で
確
認
を
。

　
併
催
行
事
と
し
て
「
リ
ン

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
も

日
に
開
催
さ
れ

る

リ
ン
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
協
議
会
主
催
、
参
加
は

有
料

。
「
リ
ン
」
は
国
際

取
引
価
格
が
高
騰
し
、
希
少

性
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
下

水
汚
泥
な
ど
の
未
利
用
・
低

利
用
資
源
か
ら
回
収
す
る
取

り
組
み
が
国
レ
ベ
ル
で
始
ま

っ
て
い
る
。

　
こ
の
展
示
会
か
ら
発
信
さ

れ
る
最
新
情
報
は
、
自
治
体

な
ど
の
下
水
道
施
行
者
や
関

連
事
業
者
に
と
っ
て
、
現
在

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
大
き

な
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
イ
ン
フ

ラ
の
安
全
で
適
正
な
維
持
に

つ
な
が
る
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
、
下
水
道
ユ
ー
ザ
ー
で

あ
る
生
活
者
に
と
っ
て
も
、

日
頃
目
に
触
れ
に
く
い
下
水

道
に
理
解
を
深
め
ら
れ
る
貴

重
な
４
日
間
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
守
る

多
様
な
技
術
が

集
ま
る

　

　

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ７月２６日 火曜日 　　


